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日本転倒予防学会 
第 3回学術集会
日程：10月 1日（土），2日（日）
会場：ウィンクあいち（愛知県名古
屋市）
テーマ：フレイルと転倒予防
プログラム：
特別講演（対談形式）「氷上のバラン
スと転倒」原田敦（国立長寿医療研
究センター），伊藤みどり（フィギュ
アスケート選手）／基調講演「フレ
イルのこれから」鳥羽研二（国立長
寿医療研究センター）／シンポジウ
ム「フレイルと転倒予防」：「フレイ
ルの転倒予防における意義」荒井秀
典（国立長寿医療研究センター），
「身体面からみたフレイルと転倒リ
スク」山田実（筑波大学大学院），
「高齢者の認知・精神機能と転倒リ
スク」牧迫飛雄馬（国立長寿医療研
究センター），「社会的側面からみた
フレイル」藤原佳典（東京都健康長
寿医療センター研究所），「フレイル
に対する栄養介入」葛谷雅文（名古
屋大学大学院），「地域在住フレイル
高齢者に対する介入は転倒リスクを
減らせるのか」金憲経（東京都健康
長寿医療センター研究所）／パネル
ディスカッションⅠ「多職種で取り
組む転倒予防チームはこう作
る !」：「地域づくりをめざした転倒
予防活動（長野県東御市）」岡田真平
（身体教育医学研究所），「転倒によ
る中度・重度外傷のないデイサービ
ス（介護保険事業所）のケアスタッフ
連携の取組み」見野孝子（LCウエ
ルネス），「介護老人保健施設におけ
る多職種協働の転倒予防」笠井明美
（介護老人保健施設尾山愛広苑），
「国立長寿医療研究センターの転倒
予防チームにおける多職種連携」安

藤悦子（国立長寿医療研究セン
ター），「東名古屋病院の転倒予防
チーム（チーム 1010-4）の取り組み
─多職種で楽しく多面的な介入
を !」饗場郁子（東名古屋病院）／パ
ネルディスカッションⅡ「転倒予防
のためのリハビリテーション」：「病
院における転倒予防─バランス評価
尺度 SIDE とその運用について」寺
西利生（藤田保健衛生大学），「回復
期リハビリテーション病院における
転倒予防」福江亮（西広島リハビリ
テーション病院），「バランスロボッ
トによる転倒予防─フレイル高齢者
に対するバランス訓練ロボットの効
果」佐藤健二（国立長寿医療研究セ
ンター），「地域高齢者に対する二重
課題を用いた転倒予防」山田実／
ワークショップⅠ「地域での『転倒
予防教室』企画・運営の実際と課
題」：「病院における転倒転落予防の
取り組み」小山内美智子（旭川医科
大学病院），「転倒予防外来の企画と
運営の実際」北潔（北整形外科），
「転倒予防DVD制作の企画と実際」
寺山美華（自治医科大学附属病院），
「地域住民が行う生活支援と介護予
防の取り組み」内堀浩行（長野県御
代田町）／ワークショップⅡ「転倒
予防のより良い学術研究論文を作成
するために─第 1報『研究の仕方
と倫理』」上岡洋晴（東京農業大
学），北湯口純（身体教育医学研究所
うんなん）／学会報告「転倒・転落
のリスクのアセスメントツールに関
する調査の概要報告」征矢野あや子
（佐久大学）／スポンサードセミナー
「フレイルと睡眠医薬─せん妄と転
倒を増やさない薬物選択」平俊浩
（福山市民病院）／ランチョンセミ
ナーⅠ「転倒とビタミンD─最新
の知見から」鈴木隆雄（桜美林大
学），Ⅱ「認知症と転倒リスク」櫻
井孝（国立長寿医療研究センター）／
イブニングセミナー「地域連携での
リエゾンロコモ予防」佐藤公治（名
古屋第二赤十字病院）
参加費：会員5000円，非会員8000
円（プログラム・抄録集別途 2000

円），学生 2000 円（学生証提示，プ
ログラム・抄録集別途 2000 円）
問い合わせ先：日本転倒予防学会第
3回学術集会運営事務局
〒101-0063　東京都千代田区神田
淡路町 2-23　アクセスお茶の水ビ
ル5階　（株）ドゥ・コンベンション
☎ 03-5289-7717
03-5289-8117
jsfp2016-office@umin.ac.jp
http://jsfp2016.umin.ne.jp/

第52回精神科作業療法 
協会 
全国研修会 in 茨城
日程：10月 8日（土），9日（日）
会場：筑波大学春日エリア 7A棟
（茨城県つくば市）
テーマ：精神作業療法を未来に向け
て考えっぺ
対象者：精神医療・福祉に興味のあ
る方
定員：先着順 150 名
申し込み方法：下記URL より
問い合わせ先：第 52回精神科作業
療法協会全国研修会 in 茨城事務局　
伊佐山農（猿島厚生病院）
http://www.npota.com/

第17回 
日本臨床リハビリテーション 
心理研究会
日程：10 月 16 日（日）
会場：済生会神奈川県病院西館地下
1階講堂（神奈川県横浜市）
テーマ：在宅支援における多職種連
携の心理的諸問題
プログラム：基調講演「地域包括ケ
アについて」赤羽重樹（西神奈川ヘ
ルスケアクリニック）／シンポジウ
ム：鎌村誠司（済生会神奈川県病
院），池上直宏（りんどうリハビリ訪
問看護ステーション），横山雄士（横
山歯科医院）／事例検討グループ
ワーク
参加費：医師，歯科医師 6000 円，
その他 3000 円
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本欄へ掲載を希望する学会・研究
会・講習会などのお知らせがあり
ましたら，本誌編集室までお送り
ください。

〒113-8719
東京都文京区本郷 1-28-23
03-5804-0485
hokenshi@igaku-shoin.co.jp

定員：30名
申し込み締切：10月 15 日（土）
※当日参加可
問い合わせ先：
rehabilipsychology@gmail.com

病院歯科介護研究会 
第19回総会・学術講演会
日程：10月 16 日（日）
会場：岡山国際交流センター（岡山
県岡山市）
テーマ：地域包括ケア　地域に密着
する歯科だから，今，そこで果たせ
ること─人生の終焉まで寄り添う意
義とそのためのストラテジー
プログラム：基調講演「『エイジン
グインプレイス（地域居住）』を支え
る『地域包括ケアシステム』の条
件」高橋紘士（高齢者住宅財団）／実
践講演（共同講演）「『人と地域をケア
で包む』鳥取東部 7年の歩み」目
黒道生（鳥取市立病院地域医療総合
支援センター），伊奈垣学（いながき
歯科医院）／ランチョンセミナー
「口腔ケアの実際」倉本睦子（尾道市
総合医療センター）／シンポジウム
「地域包括医療・ケアにおける歯科
口腔外科のあり方─最後まで『口か
ら食べる』を支えることの意義」赤
木重典（京丹後市立久美浜病院），
「地域で支える健口づくり─口から
身体へ，そして生活へ」小橋美由紀
（岡山市ふれあい介護予防セン
ター），「個別の診療から地域の有識
者まで─歯科医師に秘められた魅力
と可能性」安藤千晶（静岡県社会福
祉士会），「地域包括ケアを推進する
行政の現場から─地域活動の実際」
國友明美（尾道市御調保健福祉セン
ター）
参加費：病院歯科介護研究会会員
（事前 3000 円，当日 5000 円），日
本老年歯科医学会会員（事前 4000
円，当日 5000 円），会員外医師・
歯科医師（事前 6000 円，当日 7000
円），会員外歯科衛生士・その他（事
前 5000 円，当日 6000 円）
申し込み方法：下記URL より申込

書をダウンロードのうえ，FAXに
て
問い合わせ先：病院歯科介護研究会
第 19回総会・学術講演会運営事務
局（新庄村国保歯科診療所）
☎ 0867-56-3056
0867-56-3434
hisanobu@mx9.tiki.ne.jp
http://www.woci.jp/

緩和ケアに 
関心のある人のための 
エンカウンターグループ
日程：11月 19 日（土）～22日（火）
（3泊 4日）
会場：グループ・イン　ほりのや
（山梨県南都留郡）
スタッフ：広瀬寛子（戸田中央総合
病院），用田宗人（さぎぬま研究所）
定員：10名まで
参加費：研修費 2万 8000 円，宿泊
費・食費（3食付き）2万 8000 円
申し込み方法：①氏名，②性別，③
年齢，④現在の職業または所属，⑤
連絡先住所，⑥電話（FAX），⑦ E
メールアドレス，⑧参加申し込み理
由あるいは参加に際しての希望事項
を明記した参加申込書を郵送，また
はメールにて 10月 19 日（水）まで
に（メールの場合は件名「エンカウ
ンターグループ問い合せ」を明記）
申し込み・問い合わせ先：戸田中央
総合病院看護カウンセリング室　広
瀬寛子宛
〒335-0023　埼玉県戸田市本町
1-19-3
☎ 048-442-1111（内線 2393）
kanwa_care@yahoo.co.jp

第13回日本周産期メンタル 
ヘルス学会学術集会
日程：11月 19 日（土），20日（日）
会場：KFC Hall & Rooms国際ファッ
ションセンター（東京都墨田区）
テーマ：周産期メンタルヘルスリテ
ラシーの向上を目指して
プログラム：

［11月 19日］
シンポジウム①「ハイリスク対象化
で医療連携はどう変わるか」／特別
講演「私の周産期メンタルヘルス研
究史（仮）」北村俊則（北村メンタル
ヘルス学術振興財団）／会長講演
「周産期メンタルヘルスの薬物療
法：10の原則（仮）」鈴木利人（順天
堂大学医学部附属順天堂越谷病院メ
ンタルクリニック）／ポスターセッ
ション／シンポジウム②「周産期メ
ンタルヘルスリテラシーの向上を目
指して」／懇親会
［11月 20日］
研修会①（メイン会場）「周産期医療
の知識を学ぶ」，研修会②（10研修
会会場）「精神疾患への理解を深め
る」／教育講演「周産期メンタルヘ
ルスにおける助産師の役割─過去・
現在・未来（仮）」新井陽子（北里大
学看護学部）／特別講演②「産婦人
科とメンタルヘルス（仮）」竹田省
（順天堂大学医学部）／シンポジウム
③「妊産婦の自殺予防の取り組みと
産後ケア」
参加費：会員5000円，非会員6000
円，学生 1000 円
申し込み・問い合わせ先：下記
URL 参照
http://pmh.jp/13th_program.

html
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